
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆会長あいさつ◆   

髙橋 勇雄 会長 

先週上陸し被害をもたらした台風

8 号について、基礎的用語を確認

しました。風速の決め方は、地上

10Ｍで 10 分計測の平均値 

台風の判断は 

17ｍ迄を 熱帯低気圧 （時速 61.2 キロ） 

18ｍ～台風  (時速 64.8 キロ） 

３３ｍ～強い台風  （時速 118.8 キロ） 

４４ｍ～非常に強い台風 （時速 158.4 キロ） 

５４ｍ～猛烈な台風 （時速 194.4 キロ） 

次にヘクトパスカルですがヘクトパスカル・・・ミリバール

と同じで気圧の世界標準に呼び名を統一。サッカーの

ロスタイムからアﾃﾞｨショナルタイムと同じ。パリの水面

圧力 1013 ヘクトパスカルを基準とし、それより上か下か

で高気圧・低気圧を判断。ちなみに、-1 ヘクトパスカル

で、海面 1 センチ上昇今回の 8号は、発生当初、中心気

圧 930 ヘクトパスカル風速 70ｍ（252Ｋ）伊勢湾台風は

936 ヘクトパスカルで、同等の数値だった。数値が低け

れば低いほど気圧がさがるので、風速が強まる。今後

の判断に役立てたいと思いお話ししました。さて、先日、

ＲＩホームページのロータリーリーダーを閲覧したところ

「東南アジアがポリオフリーに」というタイトルをみました。

内容は今年 3 月、世界保健機構ＷＨＯにより東南アジ

ア地域がポリオフリーポリオの無い地域となった事が公

式に宣言されポリオの無い世界の実現を目指すロータ

リーのポリオ撲滅活動に於いて歴史的な快挙が成し遂

げられた、と言う記事です。この地域には 11 カ国が含ま

れその人口は 18 億人以上 世界人口の 25％に当たり

ます。かつてインドは、ポリオの撲滅が最も困難な国と

されていましたが 2011 年 1 月 13 日から 3 年間、ポリオ

症例が 1 件も報告されなかった事により東南アジア地

域全体での撲滅が認定されたものです。そもそも、この
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 本日のプログラム 
12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（奉仕の理想） 

     四つのテスト 

     来訪者紹介と会長挨拶 

     スマイル報告 

      スマイリングボックス委員会 

     幹事報告 

 食事 

     クラブ協議会 

      奉仕プロジェクト委員会 

      職業奉仕 

      ロータリー財団委員会 

      米山奨学会 

     幹事所信表明 

     各委員会報告       

 13：30 閉会点鐘 

 
 本日のソング 『奉仕の理想』 
 
  奉仕の理想に集いし友よ 

御国に捧げん我らの業 
  望むは世界の久遠の平和 
    めぐる歯車いや輝きて 
  永久に栄よ 
    我等のロータリー ロータリー 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 

地域ではスリランカ・モルジブ・ブータン等、はるか以前

にポリオフリーとなっており、今回の報告を 15 年間も

待ち続けた末の快挙と言うものです。今後は、残すアフ

ガニスタン・パキスタン・ナイジェリア、この 3 カ国からポ

リオを撲滅することが目標になってきます 

今年度も、ロータリー財団への継続的支持をお願いしま

す。以上、ポリオ撲滅に関する報告でした。 

◆クラブ協議会◆ 
●奉仕プロジェクト管理委員会   金子親房 委員長 

6 つの委員会の運営状況を把握し、奉仕活動が地

元の地域を始め、海外においてもより効果的で継

続的な奉仕活動の展開を目指し、適切な支援を行

います。そして、各委員会の連携を一層緊密にし、

円滑で活発な運営を図りたいと思います。又、復

興支援につきましても会員のご理解を頂き、迅速

に支援体制を取り、引続き子供の支援を第一に捉

え他地区からの復興支援活動の窓口となり、積極

的に活動を行う所存です。 

●職業奉仕委員会            一條 浩孝 委員長 

１、 例会にて「四つのテスト」の唱和。 

２、 例会にて「ロータリアンの行動規範」朗読 

（月一回程度）  

３、 職業奉仕月間(10 月)にゲストスピーカーに

よる卓話、当クラブ会員による卓話、そして

東京麹町ＲＣ会員による卓話と 3 回予定し

ております。 

４、 職場訪問は２回予定しております。 

●社会奉仕委員会            黒羽 好夫 委員長 

１、リトルリーグマイナー｢大声杯｣の開催(青少年

委員会との共同活動）11 月 9 日(日)あづま球場 
２、防火予防週間の小学生による防火ポスターコン

クールおよび防火パレードへの協賛金を福島

消防署へ贈呈し、福島駅前の幼稚園児と防火パ

レードに参加（11 月） 
３、杉妻小学校へ｢福島南ロータリー文庫｣の寄贈  

および読書感想文募集 
４、第 2530 地区猪水協の猪苗代湖水浄化作業（水

草除去）参加  
10 月 18 日(土)県北第一分区 第 2 班（福島

南、福島中央、福島２１）成蹊高校インター

アクトクラブにも参加要請をする。 
５、震災復興支援事業への参加協力   

地区推奨｢福島にこらんしょ! ｣プロジェクト

への参加要請 
  福島市内保育園への玩具贈呈 4 月 15 日(水) 
６、｢薬物乱用防止｣キャンペーンへの参加 6 月 
７、｢年間奉仕賞｣…一年間を通して奉仕活動に参

加協力者の中から選定し年間奉仕賞を贈呈

する 

●青少年奉仕委員会        本田 光男 委員長 

1、成蹊高校インターアクトへの取り組み 
2、年次大会、リーダー研修会等のインターアクト

地区年間行事への参加 

3、社会奉仕委員会、国際奉仕委員会との共同によ

る活動 
   ・エコキャップ回収運動(2 回位)  

   ・猪苗代湖清掃活動(10/18 予定)  

 ・麻薬撲滅運動 

   ・ﾘﾄﾙﾘｰｸﾞ・ﾏｲﾅｰﾁｰﾑの「大声杯」(11/9) 

●ロータリー財団委員会       佐久間 功 委員長 

1. 年次基金一人当たり 150 ドル及び、ポリオ・

プラス基金一人 20 ドルを寄付頂くよう奨励。 
2. 年間 1,000 ドル寄付誓約によるポール・ハリ

ス・ソサエィ入会者の推進。 
3. 奉仕プロジェクト管理委員会と協力し、地区

補助金の活用を立案する。 
4. 恒久基金として、1,000 ドル現金寄付による

ベネファクター3 名を目標。 
5. ロータリーカード個人・法人名義の入会促進

（使用金額の０．３％が財団へ入る） 
6. ロータリー財団に対する理解を深めるための

情報発信を積極的に行うよう努め、ポリオ・

プラスに関するゲストスピーカーを招きたい。 
●米山記念奨学会           菅野 良二 委員長 

勉学、研究を志して日本に在留している外国人留

学生に対して、日本全国のロータリークラブ会員

の寄付金を財源として奨学金を支給し支援する民

間の奨学財団です。 
国際理解と親善・交流を促進して国際平和を構築

発展させることを目的とします。 
寄付金年間目標金額、地区最高額の達成継続（2.5
万円／人）１８０万円とします。 

●戦略計画委員会           野地 利雄 委員長 

① 職業奉仕活動を行いロータリーの意識高揚を

高める 
② ＲＩ会長賞にチャレンジ 
③ 新会員歓迎プログラム 
④ 奉仕活動プロジェクト参加推進 
⑤ ロータリー財団年次基金寄付 

※地区情報～7／26 会員増強セミナー 
      8／2  ロータリー財団セミナー 
※第 1 分区情報～7／23 ガバナー補佐訪問 

今月・来月のプログラム  
7 月 23 日(水) ガバナー補佐クラブ訪問 
7 月 30 日(水) 家族納涼パーティー(夜間例会) 
8 月 6 日(水) 誕生祝い、ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころ 
       会員増強・ﾛｰﾀﾘｰ財団各ｾﾐﾅｰ報告 
8 月 13 日(水) 休会(お盆休み) 
8 月 20 日(水) ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ(会員増強について) 
8 月 27 日(水) ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ(東京麹町会員増強卓話) 


